
き
ょ
う
と
の
き
り
し
た
ん
い
せ
き

京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡

16知
る

■
京
都
に
残
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡

京
都
と
キ
リ
シ
タ
ン(
キ
リ
ス
ト
教)

の
歴
史
は
、
天
文
十
八(

一
五

四
九)

年
に
薩
摩
に
上
陸
し
、
天
文
十
九
年
十
二
月
に
堺
を
経
て
入
洛

し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル(

一
五
〇
六
～
五
二)

に
始
ま
り
ま

す
。
ザ
ビ
エ
ル
以
降
も
多
く
の
宣
教
師
が
入
洛
し
、
京
都
を
中
心
と
し

た
地
域
で
布
教
活
動
が
行
わ
れ
、
織
田
信
長(

一
五
三
四
～
八
二)

の
保

護
に
よ
っ
て
浸
透
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
時
期
に
作
ら
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
遺
跡
と
し
て
、
京
都
に
は
、

墓
碑
や
欧
風
の
鐘
な
ど
が
現
存
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
以
外
の
遺
跡

の
多
く
は
、
豊
臣
秀
吉(

一
五
三
六
～
九
八)

の
追
放
令
や
江
戸
幕
府
の

禁
令
に
よ
っ
て
迫
害
を
受
け
破
却
さ
れ
ま
し
た
。

■
宣
教
師
と
京
都

ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
全
土
の
布
教
許
可
を
得
る
た
め
に
入
洛
し
た
の

は
、
天
文
法
華
の
乱
後
十
数
年
、
都
は
復
興
の
途
上
に
あ
っ
た
と
は
い

え
、
す
で
に
幕
府
は
事
実
上
崩
壊
し
て
い
た
時
代
で
、
室
町
幕
府
第
十

三
代
将
軍
足
利
義
輝(

一
五
三
六
～
六
五)

は
少
数
の
家
臣
を
つ
れ
て
郊

あ
し
か
が
よ
し
て
る

外
の
北
白
川
に
逃
れ
て
お
り
、
後
奈
良
天
皇
の
朝
廷
も
衰
え
て
い
ま
し

た
。
ザ
ビ
エ
ル
が
都
の
大
学
と
し
て
期
待
し
て
い
た
比
叡
山
延
暦
寺
を

は
じ
め
京
都
の
諸
寺
院
も
世
俗
化
し
、
戦
乱
の
渦
中
に
ま
き
こ
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

失
意
の
中
、
滞
在
わ

ず
か
十
一
日
で
離
京
し

た
ザ
ビ
エ
ル
の
後
、
京

都
布
教
に
着
手
し
た
の

は
、
ガ
ス
パ
ル
・
ビ
レ

ラ
で
す
。

当
時
、
京
都
の
人
々

は
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し

て
無
理
解
で
し
た
が
、

入
洛
か
ら
一
カ
月
が
過

ぎ
、
堺
の
キ
リ
シ
タ
ン
医
師
パ
ウ
ロ
が
紹
介
し
た
建
仁
寺
永
源
庵
主
の

、

、

手
引
き
で

妙
覚
寺
に
将
軍
義
輝
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
た
ビ
レ
ラ
は

こ
の
接
見
を
き
っ
か
け
に
公
然
と
町
人
に
説
教
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ

し
て
ビ
レ
ラ
は
、
当
時
京
都
に
勢
力
を
張
る
三
好
長
慶
や
松
永
久
秀
と

み

よ
し
な
が
よ
し

ま
つ
な
が
ひ
さ
ひ
で

の
交
渉
も
行
い
、
永
禄
三(

一
五
六
〇)

年
の
は
じ
め
に
は
、
将
軍
に
再

び
謁
見
、
布
教
の
許
可
を
得
た
の
で
す
。

永
禄
四(

一
五
六
一)

年
、
京
都
市
内
に
最
初
の
礼
拝
堂
が
建
設
さ
れ

ま
す
が
、
相
次
ぐ
戦
乱
で
、
礼
拝
堂
は
荒
廃
、
布
教
事
情
も
な
か
な
か

好
転
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
比
叡
山
を
焼
き
討
ち
し
た
織
田
信

長
の
入
京
に
よ
っ
て
事
態
は
一
転
、
信
長
は
仏
寺
の
勢
力
を
抑
制
す
る

意
図
も
あ
っ
て
か
、
当
時
来
京
し
て
い
た
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
ら
宣
教

師
た
ち
を
厚
遇
し
ま
し
た
。
こ
の
信
長
の
保
護
に
よ
っ
て
、
新
た
に
教

会(

南
蛮
寺)
や
礼
拝
堂
が
建
設
さ
れ
、
京
都
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
伝
道
事

な
ん
ば
ん
じ

業
は
絶
頂
期
を
迎
え
た
の
で
す
。
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バ
テ
レ
ン
追
放
令

■こ
の
よ
う
に
戦
国
時
代
末
か
ら
宣
教
師
や
信
者
の
努
力
に
よ
り
繁
栄

に
む
か
っ
た
京
都
の
キ
リ
シ
タ
ン
で
し
た
が
、
天
正
十
五
年(

一
五
八

七)
に
発
せ
ら
れ
た
豊
臣
秀
吉
の
バ
テ
レ
ン
追
放
令
に
よ
り
追
放
と
迫

害
の
時
代
を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

、

、

こ
の
追
放
令
の
動
機
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま
す
が

一
つ
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
信
者
の
団
結
が
一
向
一
揆
と
同
様
に
専
制
権

力
に
と
っ
て
脅
威
と
な
る
た
め
に
発
せ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
っ
て
京
都
市
中
の
宣
教
師
は
追
放
さ
れ
、
南
蛮
寺
は
破
壊
さ
れ

ま
し
た
。

た
だ
し

宣
教
師
・
信
者
に
対
す
る
大
規
模
な
迫
害
は

慶
長
元(

一

、

、

五
九
六)

年
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
年
九
月
、
土
佐
に
着
岸
し
た
イ
ス

パ
ニ
ア
船
サ
ン
・
フ
ェ
リ
ぺ
号
が
イ
ス
パ
ニ
ア
の
侵
略
の
先
鋒
だ
と
み

な
さ
れ
、
そ
の
影
響
で
京
都
に
お
い
て
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
二
十
六
人

、

、

。

の
宣
教
師
ら
が
捕
ら
え
ら
れ

長
崎
へ
護
送
さ
れ

処
刑
さ
れ
ま
し
た

こ
れ
は
「
二
十
六
聖
人
の
殉
教
」
と
呼
ば
れ
、
迫
害
の
背
後
に
は
、
日

本
布
教
を
め
ぐ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
系
イ
エ
ズ
ス
会
と
イ
ス
パ
ニ
ア
系
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
会
の
対
立
が
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
禁
教

■江
戸
時
代
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
止
は
、
慶
長
十
七(

一
六
一

二)

年
の
禁
教
令
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
徳
川
政
権
は
当
初
キ
リ
シ
タ
ン

に
対
し
て
寛
大
な
態
度
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
国
々

へ
の
国
土
侵
略
の
疑
惑
か
ら
禁
教
に
踏
み
切
り
ま
す
。
こ
の
慶
長
十
七

年
の
法
令
は
幕
府
直
轄
領
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
し
た
が
、
翌
慶

長
十
八
年
に
は
そ
の
効
力
を
全
国
に
お
よ
ぼ
す
禁
教
令
が
出
さ
れ
、
以

後
、
こ
の
禁
教
令
が
明
治
六(

一
八
七
三)

年
に
い
た
る
ま
で
継
承
さ
れ

ま
す
。

京
都
に
禁
教
の
波
動
が
お
よ
ぶ
の
は
慶
長
十
八
年
の
こ
と
で
す
。
当

時
の
京
都
所
司
代
板
倉
勝
重
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
同
情
か
ら
前
年
の

い
た
く
ら
か
つ
し
げ

禁
教
令
を
厳
し
く
施
行
す
る
こ
と
を
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

江
戸
か
ら
上
使
と
し
て
大
久
保
忠
隣
が
派
遣
さ
れ
、
弾
圧
の
指
揮
を
と

お
お
く

ぼ

た
だ
ち
か

る
こ
と
に
な
る
と
、
忠
隣
は
、
当
時
京
都
の
西
の
郊
外
を
中
心
に
散
在

し
て
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
寺
院(

教
会)

を
焼
き
払
い
、
信
者
に
拷
問
を
加

え
転
向
を
せ
ま
っ
た
の
で
す
。

こ
の
江
戸
幕
府
に
よ
る
最
初
の
弾
圧
は
、
慶
長
十
九
年
の
大
坂
冬
の

陣
勃
発
ま
で
つ
づ
き
ま
し
た
が
、
大
坂
の
陣
の
戦
後
処
理
も
お
わ
っ
た

元
和
五(

一
六
一
九)

年
に
は
再
度
の
弾
圧
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
最
初

の
弾
圧
で
は
処
刑
者
が
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
元
和
の

弾
圧
で
は
信
者
六
十
名
以
上
が
七
条
河
原
で
火
刑
に
処
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
処
刑
は
「
古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
の
ネ
ロ
に
ま
さ
る
残
虐
の
所
業
」
と

宣
教
師
が
形
容
す
る
よ
う
に
、
京
都
に
お
け
る
最
大
の
キ
リ
シ
タ
ン
信

徒
弾
圧
で
、
こ
れ
以
後
、
京
都
に
お
い
て
公
然
と
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の

活
動
は
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
す
。

歩
く
／
見
る

■
南
蛮
寺
跡

中
京
区
蛸
薬
師
通
室
町
西
入
姥
柳
町

う
ば
や
な
ぎ

南
蛮
寺(

キ
リ
シ
タ
ン
寺)

と
は
、
安
土
桃
山

な
ん
ば
ん
じ

時
代
に
建
設
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
会
を
意
味

す
る
言
葉
で
、
永
禄
四(

一
五
六
一)

年
、
京
都

で
最
初
の
礼
拝
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
相

次
ぐ
戦
乱
の
中
で
荒
廃
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
入
京
し
た
信
長
や
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
の
寄
進
、
さ
ら
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
や
ル

イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
を
中
心
と
し
た
在
京
信
者
ら
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の
尽
力
に
よ
り
天
正
四(

一
五
七
六)

年
に
新
聖
堂
が
落
成
し
ま
し
た
。

こ
の
聖
堂
は
、
当
時
の
教
会
に
し
て
は
珍
し
い
和
風
三
階
建
て(

一
階

は
礼
拝
堂
・
三
階
は
住
居)

で
あ
り

そ
の
特
異
な
外
見
は
伝
狩
野
元
秀

、

か
の
う
も
と
ひ
で

「
洛
中
洛
外
名
所
扇
面
図
」
に
描
か
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

ら
く
ち
ゅ
う
ら
く
が
い
め
い
し
ょ
せ
ん
め
ん

ず

フ
ロ
イ
ス
著
『
日
本
史
』
の
記
録
に
よ
る
と
、
天
正
四
年
七
月
二
十

一
日
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
に
よ
っ
て
こ
の
南
蛮
寺
で
初
め
て
ミ
サ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
ザ
ビ
エ
ル
が
薩
摩
に
到
着
し
た
日
で
、
ま

た
西
暦(

ユ
リ
ウ
ス
暦)
で
は
八
月
十
五
日
に
相
当
し
、
聖
母
被
昇
天
の

日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
日
を
記
念
し
て
教
会
の
呼
称
お
よ
び
守
護
聖

人
は
「
被
昇
天
の
聖
母
マ
リ
ア
」
に
決
め
ら
れ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
南
蛮
寺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
礎
石
や
煙
管
、
硯
な
ど
は

同
志
社
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
だ
い
う
す
町
跡

上
京
区
油
小
路
通
元
誓
願
寺
下
る

寛
永
十
六(

一
六
三
九)

年
に
刊
行
さ
れ
た

吉
利
支
丹
物
語

に

京

『

』
「

き

り

し

た
ん

ハ
五
条
ほ
り
川
一
条
あ
ふ
ら
の
こ
う
じ
に
大
寺
を
た
て
」
と
い
う
記
事

が
あ
り
ま
す
。
一
条
油
小
路
に
建
立
さ
れ
た
大
寺(
教
会)

は
迫
害
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
跡
地
は
「
だ
い
う
す
丁(
町)

」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
貞
享
三(

一
六
八
六)

年
刊
の
『
雍
州
府
志
』
で

よ
う
し
ゅ
う
ふ
し

も
、
一
条
油
小
路
と
堀
川
の
間
を
「
大
宇
須
辻
子
」
と
呼
ぶ
と
記
し
て

だ
い
う
す
の
づ

し

い
ま
す
。

こ
の
「
だ
い
う
す
町
」
は
、
デ
ウ
ス(

天
主)

町
の
な
ま
っ
た
も
の
と

い
わ
れ
、
寛
永
年
間(

一
六
二
四
～
四
四)

に
出
版
さ
れ
た
京
都
の
絵
図

「
平
安
城
東
西
南
北
町
並
之
図
」
を
は
じ
め
慶
安
版
・
寛
文
版
・
元
禄

へ
い
あ
ん
じ
ょ
う
と
う
ざ
い
な
ん
ぼ
く
ま
ち
な
み
の

ず

版
・
寛
保
版
な
ど
の
「
京
大
絵
図
」
に
も
「
た
い
う
す
の
づ
し
」
と
か

「
大
う
す
丁
」
の
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
絵
図
で
は
油
小

路
一
条
上
る
西
入
が
「
た
い
う
す
丁
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
寛
文
五(

一
六
六
五)

年
刊
の
『
京
雀
』
で
は
現
在
の
下

き
ょ
う
す
ず
め

京
区
若
宮
通
松
原
上
る
菊
屋
町
に
、
寛
永
版
お
よ
び
慶
安
五(

一
六
五

二)

年
版
の
「
平
安
城
東
西
南
北
町
並
之
図
」
に
よ
る
と
現
在
の
下
京

区
岩
上
通
四
条
下
る
佐
竹
町
に
、
そ
れ
ぞ
れ
だ
い
う
す
町
が
あ
っ
た
と

記
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
地
も
キ
リ
シ
タ
ン
寺
院
跡
で
あ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

■
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑

キ
リ
シ
タ
ン
の
墓
地
は
、
長
い
禁
教
の
時
代
に
ほ
と
ん
ど
が
破
壊
さ

れ
て
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
墓
碑
の
い
く
つ
か
が
、

京
都
市
内
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

墓
石
の
種
類
は
、
立
石
を
用
い
た
日
本
式
の
「
光
背
型
」
と
石
を
横

に
し
た
欧
風
の
「
か
ま
ぼ
こ
型
」
の
二
種
が
あ
り
、
碑
の
正
面
に
は
、

ク
ル
ス(

十
字
架)

や
教
会
の
紋
章(

Ｉ
Ｈ
Ｓ
＝Iesus

Hominum
Salva

tor

〈
イ
エ
ス
は
人
類
救
済
者
〉)

な
ど
信
仰
の
象
徴
と
俗
名
・
教
名
な

ど
を
刻
み
、
命
日
は
、
日
本
年
号
と
「
霊
の
さ
ん
た
ま
り
や
の
祝
日
」

「
さ
ん
お
の
り
よ
の
日
」
な
ど
と
い
う
教
会

暦
と
で
表
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
発
見
さ
れ
て
い
る
墓
碑
は
、
合
わ

せ
て
二
十
基
で
、
ほ
と
ん
ど
に
慶
長
の
年
号

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
京
都
国
立
博

物
館
・
京
都
大
学
総
合
博
物
館
・
京
都
市
歴

史
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
京

、

、

都
国
立
博
物
館
の
も
の
は

庭
園
内
に
あ
り

常
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
キ
リ
シ
タ
ン
燈
籠

近
世
茶
庭
の
発
生
に
と
も
な
っ
て
、
庭
に
石
燈
籠
を
用
い
る
こ
と
が

起
こ
り
、
旧
来
の
社
寺
系
燈
籠
を
流
用
す
る
ほ
か
に
、
新
し
く
庭
系
燈
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籠
が
案
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
種
に
織
部
燈
籠
と
名
付
け
ら
れ
る
形

式
が
あ
り
、
古
田
織
部(

一
五
四
四
～
一
六
一
五)

の
考
案
と
い
わ
れ
ま

ふ
る
た
お
り
べ

す
が
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
形
式
は
竿
の
上
部
が
左
右
に
円
形
に
張
り
出
し
た
点
に
特
色
の

あ
る
四
角
型
石
燈
籠
で

現
在
知
ら
れ
る
初
期
の
も
の
は
慶
長
二
十(

一

、

六
一
五)
年
の
銘
が
あ
り
、
元
和
・
寛
永
の
も
の
も
数
基
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
後
、
茶
庭
に
好
ま
れ
て
諸
方
に
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
正

末
年
ご
ろ
か
ら
こ
れ
を
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
礼
拝
物
と
す
る
説
が
う
ま

れ
ま
し
た
。
竿
の
張
り
出
し
を
十
字
架
の
変
形
と
し
、
そ
こ
に
時
々
刻

ま
れ
る
意
味
不
明
の
記
号
め
い
た
も
の
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
関
係
づ
け
、

下
方
に
長
身
像
の
あ
る
も
の
を
宣
教
師
像
な
ど
と
称
し
ま
す
が
、
何
ら

具
体
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

石
燈
籠
研
究
家
は
こ
の
竿
が
地
輪
部
を
長
く
し
た
板
状
五
輪
塔
か
ら

発
生
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
の
研
究
者
も
、
キ

。

、

リ
シ
タ
ン
燈
籠
説
は
信
じ
て
い
ま
せ
ん

こ
の
キ
リ
シ
ン
タ
ン
燈
籠
は

京
都
で
は
、
北
野
天
満
宮
や
桂
離
宮
、
ま
た
、
北
区
紫
野
大
徳
寺
町
の

孤
篷
庵
な
ど
に
現
存
し
ま
す
。

こ

ほ
う
あ
ん

■
南
蛮
寺
の
遺
鐘

右
京
区
花
園
妙
心
寺
塔
頭
春
光
院

し
ゅ
ん
こ
う
い
ん

京
都
の
南
蛮
寺
の
一
つ
に
か
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
鐘
は
、

現
在
、
妙
心
寺
塔
頭
の
春
光
院
に
伝
わ
っ
て
い
っ
て
お
り
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
銅
製
の
鐘
に

は
、
イ
エ
ズ
ス
会
派
の
紋
章
と
お
ぼ
し

き
十
字
架
と
Ｉ
Ｈ
Ｓ
の
文
字
が
鋳
刻
さ

れ
、
さ
ら
に
「
１
５
７
７
」
と
も
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
大
き
さ
は
高
さ
約
六
〇

セ
ン
チ
、
重
さ
六
十
八
キ
ロ
ほ
ど
の
も

の
で
、
ど
こ
で
鋳
造
さ
れ
た
か
は
不
明
で
す
が
、
春
光
院
の
寺
伝
で
は

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
作
製
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
復
興

明
治
六(

一
八
七
三)

年
、
禁
令
の
高
札
が
撤
去
さ
れ
て
キ
リ
ス
ト
教

こ
う
さ
つ

が
解
禁
に
な
る
と
、
多
く
の
外
国
人
宣
教
師
が
来
日
し
、
折
か
ら
明
治

維
新
の
社
会
的
変
動
に
あ
た
り
、
西
洋
文
化
の
一
環
と
し
て
、
キ
リ
ス

ト
教
は
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

京
都
に
お
け
る
復
興
は
、
明
治
十
二(

一
八
七
九)

カ
ト
リ
ッ
ク

年
の
ビ
リ
ヨ
ン
の
活
動
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
仮
聖
堂
は
下
京
区
問
屋
町

五
条
、
三
条
高
倉
と
移
り
、
同
二
十
三(

一
八
九
〇)

年
、
河
原
町
三
条

に
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
聖
堂(

現
河
原
町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会)

が
奉
献
さ
れ
、
以
後
次
第
に
諸
教
会
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

明
治
五(

一
八
七
二)

年
、
ギ
ュ
ー
リ
ッ
ク
や

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

ベ
リ
ー
が
伝
道
を
始
め
、
同
八
年
に
新
島

襄
が
山
本
覚
馬
と
同
志
社

に
い
じ
ま
じ
ょ
う

や
ま
も
と
か
く
ま

英
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
同
九
年
に
は
、
京
都
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
教
会
が
三
つ
設
立
さ
れ
、
以
後
、
同
志
社
・
平
安
・
京
都
教
会
な

ど
が
組
合
教
会
と
な
り
ま
し
た
。

京
都
伝
道
は
同
二
十
二(

一
八
八
九)

年
チ
ン
グ
に
よ
っ

聖
公
会

て
始
め
ら
れ
、
同
二
十
八
年
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
京
都
に
来
住
、
つ
い
で

大
阪
の
照

暗
女
学
校
を
上
京
区
下
立
売
通
烏
丸
西
入
に
移
転
、
平
安

し
ょ
う
あ
ん

女
学
院
と
改
め
て
開
校
し
、
同
三
十
一(

一
八
九
八)

年
、
同
学
院
内
に

三
一
大
聖
堂(

現
ア
グ
ネ
ス
教
会)

が
奉
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ん
い
つ

明
治
十
一(

一
八
七
八)

年
に
京
都
で
最
初
の

ギ
リ
シ
ャ
正
教
会

受
洗
を
行
い
、
同
二
十
二
年
に
は
中
京
区
押
小
路
高
倉
西
入
に
講
義
所

が
設
立
さ
れ
ま
す
。
同
三
十
六(

一
九
〇
三)

年
、
京
都
ハ
リ
ス
ト
ス
正

教
会
大
聖
堂
が
中
京
区
柳
馬
場
通
二
条
上
る
に
奉
献
さ
れ
、
以
後
、
こ

の
教
会
が
西
日
本
に
お
け
る
布
教
活
動
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
。
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